
○国立大学法人お茶の水女子大学学生寮規程実施細則 

平成 22 年３月 26 日  

                       学 長 裁 定  

 （趣旨） 

第１条 この細則は、国立大学法人お茶の水女子大学学生寮規程（以下「規程」と

いう。）第 21 条の規定に基づき、規程の実施に関し必要な事項を定めるものと

する。 

 （寮職員） 

第２条 国立大学法人お茶の水女子大学（以下「本学」という。）学生・キャリア

支援チームに所属する職員を「寮職員」とする。 

 （留学生の定義） 

第３条 規程及びこの細則において｢外国人留学生｣とは、大学において教育を受け

る目的をもって入国し、大学に入学を許可された外国人で、次の各号に掲げる者

をいう。 

 一 学部学生 

 二 大学院学生 

 三 研究生 

 四 日本語・日本文化研修留学生 

 五 大学間交流協定に基づく受入れ学生 

 （入寮定員の内訳） 

第４条 規程第４条に定める国際学生宿舎の入寮定員の内訳は、次のとおりとする。

ただし、空室のある場合はこの限りではない。 

（留学生の入寮期間） 

第５条 規程第９条において定める外国人留学生の入寮期間は以下の表のとおりと

する。 

外国人留学生の種別 入寮期間 

学部学生 最短修業年限 

学生の種別 定員 

本学の学部学生、大学院学生 ２４０人 

本学の外国人留学生 １１５人 

他国立大学所属の外国人留学生       ４４人 
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大学院学生 最短修業年限 

研究生 ２年以内 

日本語・日本文化研修留学生 ２年以内 

大学間交流協定に基づく受入れ学生 １年以内 

他国立大学所属の外国人留学生 申請書に記載された期間 

 （入寮申請） 

第６条 規程第６条に規定する入寮願（別紙様式第１号）は、小石川寮及び新寮に

おいては別に定める募集期間の最終日までに、国際学生宿舎においては原則とし

て入寮を希望する日の７日前までに提出しなければならない。ただし、入寮申請

書類を海外在住等の都合により本人が提出できない場合は、代理者がこれを申請

することができる。 

 （日本人学生申請基準） 

第７条 日本人学生の入寮者の申請は、地理的状況を考慮し、次の基準に該当する

者を対象とする。ただし、新寮への入寮を希望する者にあっては、この規定は適

用しない。 

一 自宅（生計を一つにする家族の住居）からの通学の所要時間が片道２時間以

上の者 

二 その他の事情により通学困難な者 

 （日本人学生選考基準） 

第８条 日本人学生の入寮者の選考は、前条の申請基準に該当する者のうちから、

学生寮ごとに以下の選考基準に基づいて行う。 

学生寮 選考基準 

小石川寮及び 

国際学生宿舎 

同一家計内における年間所得状況（国立大学法人お茶の水

女子大学授業料免除者選考基準（平成 16 年４月１日制定）

を準用して算出した家計評価額による。）の低い者から順

次入寮許可を与える。 

新寮 管理運営責任者が別に定める。 

２ 当該年度途中に欠員が生じた場合には、追加募集を行い選考する。 

 （外国人留学生選考基準） 

第９条 外国人留学生の入寮者の選考は、次の各号に定めるところによる。 

 一 申請者数が入寮可能室数に満たない場合は、申請者全員を入寮させる。 

二 申請者数が入寮可能室数を超える場合は、別表の順位による。 

1361



 三 前号の場合において、同順位の入寮申請者が入寮可能室数を超える場合は、

抽選により決定するものとする。ただし、抽選によることが適当でないと認め

られる場合は、国立大学法人お茶の水女子大学学生委員会において協議するも

のとする。 

 四 抽選には、管理運営責任者が指名する者が立ち会うものとする。 

 （特例措置） 

第１０条 学資負担者に、風水害、火災等の災害、不慮の事故又は特に考慮すべき

事態が生じた場合には、第７条から第９条の規定にかかわらず、入寮を許可する

ことがある。 

 （入寮許可） 

第１１条 規程第７条により入寮を許可した者に対しては、入寮許可書（別紙様式

第２号）を交付するものとする。 

２ 入寮を許可された者は、指定された居室に、入寮許可期間の初日から 10 日以内

に入寮しなければならない。ただし、管理運営責任者が特別な理由があると認め

た場合は、この限りでない。 

 （入寮手続） 

第１２条 入寮を許可された者は、入寮の際、次に掲げる書類を管理運営責任者に

提出しなければならない。 

一 入寮届（別紙様式第３号） 

二 誓約書（別紙様式第４号） 

三 保証書（別紙様式第５号） 

（入寮期間の延長） 

第１３条 規程第 10 条の規定により入寮期間の延長を希望する者は、入寮期間の満

了する日の１月前までに入寮期間延長申請書（別紙様式第６号）を管理運営責任

者に提出しなければならない。 

２ 管理運営責任者は、入寮期間の延長を許可したときは、その者に対して入寮期

間延長許可書（別紙様式第７号）を交付するものとする。 

 （寄宿料） 

第１４条 規程第 11 条第１項に規定する寄宿料は、毎月 20 日（当該日が日曜日に

当たるときは 18 日、月曜日でかつ休日にあたるときは 17 日、土曜日又は休日に

当たるときは 19 日とする。）までにその月分を本学財務チームに納めなければ

ならない。 
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２ 前項の規定にかかわらず、月の 20 日以降に入寮するときは、その月の末日まで

に、月の 20 日以前に退寮するときは、退寮日までにその月分の寄宿料を納めな

ければならない。 

  （光熱水料等） 

第１５条 規程第 12 条に定める光熱水料等は、各居住者で均等に負担するものとす

る。 

２ 前項の経費は、旅行、帰省、短期留学及び外泊のため居住しない期間について

も徴収する。 

３ 第１項に定める光熱水料等は、管理運営責任者が指定する期日までに本学施設

環境チームに納めなければならない。 

 （入寮許可の取消し） 

第１６条 管理運営責任者は、規程第８条の規定により入寮許可を取り消したとき

は、入寮許可取消通知書（別紙様式第８号）により本人に通知するものとする。 

 （退寮手続)  

第１７条 規程第 15 条第１項に規定する退寮届（別紙様式第９号）は、退寮する日

の 15 日前までに管理運営責任者に提出しなければならない。 

 （退寮命令） 

第１８条 管理運営責任者は、規程第 16 条第１項に基づいて退寮を命ずるときは、

退寮命令書（別紙様式第１０号）により本人に通知するものとする。 

 （施設、設備等の確認及び点検） 

第１９条 入寮者は、居室の施設、設備等について、入寮時には寮職員の立会いの

もとに確認を行い、退寮時には寮職員による点検を受け、その指示に従わなけれ

ばならない。 

 （旅行・帰省等） 

第２０条 入寮者が、旅行、帰省、一時帰国及び外泊するときは、事前に旅行・帰

省・一時帰国・外泊届（別紙様式第１１号）を管理運営責任者に提出しなければ

ならない。 

  （掲示物の許可） 

第２１条 入寮者が寮内において掲示物を掲示するときは、事前に管理運営責任者

に届け出てその許可を得なければならない。 

 （連絡協議会） 

第２２条 委員会と入寮者との連絡を円滑にするため、学生寮ごとに連絡協議会を
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設ける。 

２ 連絡協議会に関する事項については、別に定める。 

 （雑則） 

第２３条 この細則に定めるもののほか学生寮の運営に関し必要な事項は、管理運

営責任者が別に定める。 

附 則 

この細則は、平成 22 年４月１日から施行する。 

  附 則 

この細則は、平成 23 年１月 19 日から施行する。 

   附 則 

この細則は、平成 23 年３月 28 日から施行し、平成 23 年１月１日から適用す  

る。 

 

別表（第９条関係） 

順    位 各 順 位 中 の 優 先 順 位 

第１位 

大学間交流協

定に基づく派

遣留学生 

１ 学部学生 ２ 大学院学生   

第２位 国費の入学生 １ 学部学生 ２ 大学院学生 ３ 大学院研究生 

第３位 
政府派遣の入

学生 
１ 学部学生 ２ 大学院学生 ３ 大学院研究生 

第４位 私費の入学生 １ 学部学生 ２ 大学院学生   

第５位 国費の在学生 １ 学部学生 ２ 大学院学生 ３ 大学院研究生 

第６位 
政府派遣の在

学生 
１ 学部学生 ２ 大学院学生 ３ 大学院研究生 

第７位 私費の在学生 １ 学部学生 ２ 大学院学生   

 

1364


